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1. 緒 言
「和食：日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化
遺産に平成25年に登録された。和食については、寿司を
はじめ世界中の人に広まってきている。しかし、その寿司
に用いられる魚介類の摂取量は日本では減少傾向にある。
著者は、既に1990年、1996年、2001年、2006年および
2012年に、全国各地にある保育所に通う幼児を対象に、
魚介類およびその料理に対する嗜好についてのアンケート
調査を行った 1–5）。その結果、いずれの年でも、幼児（1990
年 1036人、 1996年 1418人、 2001年 1966人、 2006年
1342人、2012年1824人）の70％は魚介類を好み、その
好む調理法および魚種には、在住する地域による違いがみ
られた。2001年より、同じ動物性たんぱく食品である肉
類を質問項目に追加し、2006年より乳類に対する嗜好も
加えた。本研究では、これらに引き続き、2016年に幼児
の魚介類・肉類・乳類に対する嗜好の調査を行った。調査
地区は、25年間アンケート調査に協力いただいた8地区
の保育所とした。その結果より、食環境の変化が幼児の魚
介類・肉類、乳類の嗜好に及ぼす影響について分析し、考
察する。
これらの結果は、これからの幼児の食生活における魚介

類料理の方向性を考える資料となる。それらの解析によ
り、食生活の変化をとらえ、魚介類摂取における今後の展
望を推測する。

2. 調 査 方 法
1）　調査対象
全国8地区（秋田、仙台、宇都宮、東京、甲府、長野、

黒部、高知）にある保育所に通所する3歳以上の園児の保
護者に、アンケート用紙を配布し、留置法により回収した
（有効数922部）。今回の調査は、前報の調査 1–5）と同様に、

漁港を有する秋田、仙台、黒部、高知を海岸部（410名、
44.5％）、魚介類の流通が速いと思われる大都市の東京を
都市部（153名、16.6％）、宇都宮、甲府、長野を内陸部
（359名、38.9％）の3区分に分類して、地域による違い
も検討した。
調査項目は、魚介類・肉類・乳類に対する幼児および両

親の嗜好、魚介類・肉類・乳類の調理法に対する嗜好、魚
種18種および魚介類を用いた伝承的料理に対する嗜好な
どである。調査期間は2016年7月～10月である。アン
ケートは無記名式で行い、個人情報の遵守に関する注意の
説明用紙を添付し、同意をえられた保護者に実施した。な
お、本学の倫理委員会の承認を得た。

2）　統計処理
調査の集計には、統計用ソフト SPSSバージョン24.0

を用い、有意差検定には、χ2検定およびスピアマン順位相
関係数を用いた。

3. 調査結果および考察
1）　調査対象者
調査対象の幼児は、922名であり、男50.0％、女49.7％

で、3歳20.8％、4歳33.2％、5歳33.3％、6歳12.7％で、
第一子が52.5％で多かった（表1）
対象の都市は、秋田（78名）・仙台（106名）、宇都宮

（112名）・東京（153名）・甲府（101名）・長野（146名）
黒部（114名）・高知（112名）であった。

2）　幼児の魚介類、肉類および乳類に対する嗜好
（1）　魚介類に対する嗜好
幼児の魚介類に対する嗜好は、大好き23.6％、好き

44.1％、普通27.4％、嫌い4.2％であった。2012年の調査
では、大好き27.6％、好き41.7％であったので、前回の調
査と比較すると大好きな割合は4.1％低かった（p＜0.05、
図1）。魚介類が嫌いと答えた幼児は4.2％で、1991～
2012年の調査いずれも2–3％であったのに対して高い数
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値であった。都市別にみると、高知市では幼児の81.9％
が大好き・好きと答えた割合が高く、特に大好きは
35.1％であり、東京地区がそれに次いでいた。大好き・好
きと答えた割合が低いのは、秋田、仙台、長野市であっ
た。秋田市では前回の調査より大好きな割合は10.2％も
低い値であった。また、海岸部である黒部市（64.1％）で
は、好きな割合は、約13％も低下していた。
魚介類が嫌いと答えた幼児の割合が多かった都市は、秋

田（7.7％）、長野（6.2％）であった。
このことから、地域による魚介類の嗜好は、海岸部、都市
部、内陸部の違いは更に少なくなっていることが考えられた。

（2）　肉類に対する嗜好
幼児の肉類に対する嗜好では、大好き35.4％、好き

39.5％であった（図2）。特に大好きと答えた割合が40％
以上であった都市は仙台、宇都宮、東京であった。肉類の
嗜好は甲府市の幼児が低かった。幼児が大好き・好きと答
えた割合が75％以上の地区は、仙台（83.2％）、宇都宮

（75.9％）秋田（75.7％）で、東京以北が高い値を示した。

（3）　乳類に対する嗜好
乳類に対する嗜好は大好き31.3％、好き44.0％で、約

75％の幼児が好んでいた（図3）。
幼児の乳類に対する嗜好を都市別にみると、幼児が大好

き・好きと答えた割合が75％以上の地区は、高知
（80.4％）、東京（79.1％）、甲府（78.2％）、秋田（78.2％）、
宇都宮（77.7％）であった。特に大好きと答えた割合が多
かったのは、長野（38.4％）、東京（36.6％）、秋田（35.9％）
であった。仙台、黒部市の幼児では低い割合を示した。
動物性タンパク質食品に対する幼児の大好き・好きの割
合は、魚介類が約67％で最も低く、肉類は74.9％、乳類が
75.3％で、肉類を好む割合が増加して、肉類・乳類を好む
割合は同様の割合を示した。この結果を、2012年調査結果
と比較すると、幼児の大好き・好きの割合は魚介類が2％
低下し、肉類は1％高く、乳類は4％低下していた。

表1　アンケート対象者の属性

図1　都市別幼児の魚介類に対する嗜好

図2　都市別幼児の肉類に対する嗜好
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3）　母親の魚介類・肉類・乳類に対する嗜好
母親の魚介類に対する嗜好は、大好き32.1％、好き

43.3％、嫌い2.0％で、母親の約75％が好んでおり、幼児
67％より高い値を示した（図4）。2012年と比較すると、母
親の大好き・好きの割合は1％低下していた。
母親の魚介類に対する嗜好を都市別にみると、大好き・

好きと答えた割合が75％以上の地区は、東京（86.3％）、
高知（80.4％）、黒部市（78.9％）であった。嗜好が高い
都市は黒部市を除き、幼児の都市別嗜好と同じであった。
大好き・好きの割合が低かったのは、長野、甲府市の内陸
部の都市であった。母親の魚介類に対する嗜好は、地域性
が存在し、都市部・海岸部で高く、内陸部で低かった。
母親の肉類に対する嗜好は、大好き32.4％、好き42.1％、
普通23.2％、嫌い1.8％で、母親の約75％が好んでおり、
魚介類とほぼ同じように好まれていた。
母親の乳類に対する嗜好は、大好き31.2％、好き49.0％、
で、母親の約80％が好んでおり、動物性たんぱく質の中
で最も好まれていた。

4）　魚介類・肉類・乳類が夕食に上がる頻度
（1）　魚介類が夕食に上がる頻度
魚介類が夕食に上がる頻度は、毎日6.2％、週2・3回

59.6％、週1回程度29.6％、ほとんどない4.3％であった
（図5）。

2012年調査結果と比較すると、魚介類は夕食に毎日上
がると答えた割合はさらに2％低下していた。

（2）　肉類・乳類が夕食に上がる頻度
肉類が夕食に上がる頻度は、毎日42.3％、週2・3回

54.8％、週1回程度2.2％、ほとんどない0％で、2012年
調査と比較すると毎日と答えた割合が、11％増加してい
た。
乳類が夕食に上がる頻度は、毎日12.8％、週2・3回

27.5％、週1回程度37.2％、ほとんどない21.1％であった。
乳類は、夕食であまり供されていなかった。

5）　夕食に費やす調理時間
保護者が夕食に費やす調理時間は、30分未満6.7％、30

分位34.9％、45分位35.5％、60分位18.2％、60分以上
3.2％であった（図6）。調理時間は調査年が多くなるにつ
れて、減少する傾向を示した。

1996年調査では、60分位が32.9％で最も多かったのが、
2016年調査では30分位と30未満を足した割合が41.6％
と最も多く、調理に時間をかけない家庭が増えてきた。中
食、半調理食品や加工食品の利用が考えられる。国民健
康・栄養調査 6）によると、持ち帰りの弁当・惣菜を週1回

図3　都市別幼児の乳類に対する嗜好

図4　母親の魚介類・肉類・乳類に対する嗜好

図5　夕食の食卓に上がる頻度
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以上利用している者の割合は、男性41.1％、女性39.4％
であり、20～50歳代ではその割合が高いとしている。

6）　幼児が好む調理法
幼児が好む調理法は、焼く（86.3％）、生・刺身（50.1％）、
煮る（44.9％）、揚げる（35.4％）、油焼き・ソティー
（35.1％）、蒸す（22.5％）、缶詰（11.1％）、中華（3.4％）
の順であった。2012年調査と比べると、生・刺身、煮る、
油焼き・ソティーを好む割合が低下していた。
以上、2016年に行った幼児の魚介類の調査より、肉類

の嗜好が上がり、魚類の嗜好が減少していた。国民健康・
栄養調査によると 6）、幼児（1–6歳）の魚介類の摂取量は、
2001年40.2 g、2015年30.5 gでかなり減少している。一
方、幼児（1–6歳）の肉類の摂取量は、2001年51.7 g、
2015年57.4 gと増加している。嗜好は摂取量と関連して
いることが、本研究でもわかった。

4. ま と め
1）全国8地区、922名に対し、2016年に魚介類に対する
嗜好のアンケート調査を行った。

2）幼児の魚介類を好む割合は、2012年より減少したが、
肉類を好む割合は増加した。乳類を好む割合は変化がな
かった。魚介類の摂取量の減少が考えられる。

3）母親の魚介類に対する嗜好は、幼児より高く、75％が
好んでいた。

4）幼児が好む魚の調理法は、焼く、生・刺身、煮る、揚
げる、油焼き・ソティーの順であった。

5）夕食に上がる頻度については、魚介類は少なくなって
おり、肉類は増加していた。

6）夕食に費やす調理時間は、年々減少していた。
本研究は本学生活科学研究所より研究助成金を頂いて行

うことができた。現在も調査のデータを解析中である。な
お、この内容の一部は第69回家政学会（平成29年5月）
に発表した。
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